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1.はじめに

一般に複数民族の居住は世界の港湾都市で顕

藤岡ひろ子

である VieuxCarreは， ミシシッピー河口か、

ら約 175kr立遡った河岸に建設された町で，現

在も18世紀以来の歴史的遺構をよく保存し，強

烈なクレオール文化の拠点として，ニューオー

リーンズの活力ある都心機能地区を形成してい

る。

この歴史的な核心地は，フランス統治の時期

(1718~1762年)，スペイン領 (1762~1801年)，. 

再びフランス領 (1801~1803年)の時期を経て

1803年にアメリカ領となったが，各時期にカナ

ダ，フランス，イギリス，アフリカ諸国，カリ

ブ海諸国，その他からの渡航者が流入した。そ

の間，市街地の境域は長期にわたってほとんど

拡大することがなく，囲郭の内側の限定された

空間で，民族聞のソーシャル・ミックスをおこ

した。その中で特有の社会構造と，それに適応

する機能配置が進行した。その要因は，この囲

郭都市の後背地は CypressSwamp という広

大な湿地で，近代的排水工事が行われるまでt土炉

ミシシッピーの自然堤防上に孤立するような都

市であったからである O

19世紀はじめから，郊外への市街化が進行し

著に見られるが，その現象が都市域に与える影 はじめ，同時に北部からアングロアメリカ人の

響は複雑で多様である。アメリカの港湾都市は， 流入がはじまった。その結果，都市の拡大は，

遠隔地からの移民が最初に到着するゲートウェ 民族的な文化に根ざす明瞭な地域分化現象と連

イとしての性格がきわめて強L、。そこでは民族

の接触，同化，隔離の運動が繰り返され，都市

内部や周辺の地域との聞に，絶えず人口流動を

おこしている。その際，諸民族の文化的特性が

繋していった。以上のような歴史的経緯をもっ4

この港湾都市はアメリカの中でも特異な港湾都

市であり，複数民族の流入によって市域にどの》

ような構造変化が生じるかを考察するための遺

都市構造に何らかの影響を与えずにはおかなし、。 切な事例と考える O

研究対象地域のニューオーリーンズの歴史核
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1 問題の設定と方法

歴史的核心地1)とは，歴史的都市の中枢部で

あり，その都市の発生の原核となった地区で、あ

る。研究対象都市の VieuxCarreは「方形の

旧市」を意味する語であり，現在もニューオー

リーンズの原初の地区にこの呼称が用いられる O

また，ここを人々は，初期の開拓者であるフラ

ンス人とその文化的特性を強調して，フレンチ

・クォーター (French Quarter) とも呼んで

いるが，両者は同ーの地区であるO

この旧市の境域は，南はミシシッピーに面し，

19世紀初期まで三方が濠 (Ditch) や囲郭によ

って限定された空間である。時期によって多少

のちがし、はあるが， 長さ約1，500m，幅(奥行

き)約750mの，ほぼ矩形に近い地域である。

アメリカでは，ニューオーリーンズの地域研

究は歴史学，社会学，建築学などの各分野から

多角的に検討されてきた。一般に自然地理学の

分野2) からのアプローチが多いのは，ニューオ

ーリーンズの地質・地形が重要な問題を含んで

いるからである O また，地誌的・歴史地理的研

究3) にも多くの業績が報告されている。

わが国の研究では，世界の港湾の比較研究を

集大成した山口平四郎引が，ニューオーリーン

ズの港湾機能を中心に問題を展開した。内外に

おける港湾都市研究の成果引のなかで，港湾と

都市に関する問題では，一般に港湾の機能の諸

問題とその都市のかかえる諸問題との関係が問

われている O

筆者は，港湾機能そのものが都市に与える影

響とし寸角度からよりも，他地域と接触の多い

港市における多民族居住が地域形成にどう対応

したのかに関心を抱くものである。したがって，

複数民族の共存する都市の成長過程における都

市構造の変化をとらえ，民族相互の文化的特性

が都市構造に与える影響を考察することに重点、

をおいた。また，この研究は，先に筆者がおこ

なってきた，神戸ぺ横浜7) などの外国人居留

地，北欧におけるドイツ入居留地へ 上海の租

界9) などの歴史的都市との比較研究の資料とす

る目的をももつものである。

研究の主題として，

① 18世紀における植民基地の自然的基盤と都

市構造にどんな特性が見いだされるか，

② 19世紀を中心に形成された多民族による複

合社会が都市地域の文化景観や構造にどのよ

うに反映したのか，

③ 19世紀初め，歴史核の外側におけるアメリ

カ都市の発生が地域にどのようなインパクト

を与えたのか，

などの問題を提起する。

その場合，各問題の時期は，②と③において

オーパーラップしているが，各問題ごとに資料

を用いて都市の機能配置に注目し，問題の時期

を代表する， 1725年， 1770・1798年， 1836年な

どの地図を分析した。また，資料を補うために，

1986年の二度の現地調査により問題点を確かめ

ることに努めた。

ill.植民基地 VieuxCarre --18世紀一一

(1) 植民墓地の自然的基盤10)

ニューオーリーンズの都市設定の目的は，主

o lkm 
・一ーー

図1 ニューオー担ーシズ見取図
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としてミシシッピーにおけるフランスの植民地

開発と，そこでの生産の拡大にむけられた。最

初の開発者は，フランス系カナダ人の 8ieur

de Bi巴nvi1leとその一行である。 1718年に彼ら

の選んだ位置はミシシッピー河の三日月型湾曲

部の自然堤防の高みで，そこから背後のポンシ

を持つのは，この現象に由来している O

基地の位置した自然堤防は，背後に進むにつ

れてその高さを減じている O プランス人は，自

然の高みを Levee12
)と呼んだが，ここだけが，

凶暴な河流と豪雨時の災害から免れることの出

来る唯一の場であった。背後の盆地状地形の湿

ャトレーン湖 (LakePontchartrain)に通じる 地は Cypress8wampと呼ばれるが，そこに多

水路があった。 くの沼や湖が形成されている。農耕や集落の形

自然発生的都市の原初の集落立地には自然条 成のためには大規模な排水が必要であったが，

件に何らかの利点、が見いだされるか，あるいは 排水工事の進行にともない土壌内部の含有物が

自然的な不利があったとしても，それを補うに 凝縮して，逆に地盤沈下の要因となる。そのた

足るような資源や後背地に価値が見いだされる めに，排水後の地盤沈下の対策として，河岸の

かのいずれかの場合が多L、。しかし，ニューオ

ーリーンズの場合は，カナダにおけるフランス

植民地との関連やミシシッピー下流の植民地獲

得の戦略に主眼を置いた基地選定が優先した。

そのために，人聞の居住にとってはあまりにも

不利な地理的条件が多かった。

第一に，基地はミシシッピー河の軟弱なデル

タ上にあった。このテツレタは，更新世にさかの

ぼる基盤の上を，上流から押し流されたおびた

だしい氷河堆積物がおおっている。この氷河土

壌は巨大な量の，しかも雑多な破片を含んだも

ので.その主な含有物は粘土や植物の融解物の

防護堤の建造と修理にニューオーリーンズは莫

大な予算を計上しつづけてきた1九

当初のフランス人は，この自然堤防から一歩

もといってよいほど，背後へ居住地を拡大する

ことはできなかった。不愉快きわまる泥湿地の

中に多くの水路が発達し，その中のいくつかは.

さらに背後にあるポンシャトレーン湖にと通じ

ていた。このような水路は，この辺りではパイ

ユー (Bayou) と呼ばれている。 1798年の地図

には Bayou8t. Johnがよく表現されている。

インディアンにとっては，これらの水路は当時

の主要な交通路であり，初期のフランス人たち

入りまじったものである。基地はその泥土の中 はこの水路を通じて往復するインディアンのも

に辛うじて高みを形成する自然堤防を頼んで成 たらす物資に依存することが多かった。

立したものである O

ミシシッピー下流のいくつかの低湿なデルタ

は，年々多量の泥を含む急、流によって侵食され

つづけてきた。下流域に形成されたデルタのい

くつかは，河流の変化とともに沈下している。

この湿地デルタ縁辺の侵食の現状を報告した

David Chambersll
)は，その侵食の勢いを「一

年間に約55平方マイル，一日に実に 100エーカ

ーの侵食が進行している」と述べている。

市域は現在も大部分が海抜 OmtJ，下で，海抜

つぎに，気候の不利が問題である o Vieux 

Carreはその位置が亜熱帯にあり，降水量は年

平均1，500mm前後であるが，自然堤防から背

後の湿地にかけての鍋底型の地形では滞水は常

習的で，その上にしばしばハリケーンのもたら

す災害があった。

1750年代の一フランス人の記録14) には， r一

年のうち 4，5カ月は多雨であり，町の 4分の

3は通行が困難であり，不健康な町」と記され

ている。おびただしい蚊の発生，熱帯性疫病の

4.6m以上の地域はきわめて少ない。もし二十 流行により，多くの人が擢病した。したがって，

世紀以後の人工的な防護堤と大規模な近代的ポ 湿地におおわれた後背地への都市域の拡大は困

ンピングシステムの発達がなければ，この都市

の市域は底に沈む運命にあった。ニューオーリ

ーンズが“Is1巴 ofOr1eans"という別の呼び名

難であった。

以上のような自然的基盤の不利にもかかわら

ず，フランス人がなぜ、この地を基地として選定

- 24一



Lたかを推定することは容易ではないが，当時 形成した二十世紀の土木技術は画期的なもので

の情勢の下で、は， ミシシッピ}の河口を制する

基地の確保がフランス人にとって必須の課題で，

どのような困難があっても遂行する必要があっ

たのであろう。それによってカナダ，アメリカ

におけるフランス領土の安全を得ょうと意図し，

さらに西インド諸島でのスペインの植民地貿易

の分け前を獲得する意図があったことは明らか

である。

一方，基地の不利な自然条件は，競争者の侵

入に対しての武器となった。下流の河口から

175kmのこの基地は敵の遡上を手間取らせ，湿

地に通じる水路は，自らが後退する場合の脱出

経路とする配慮もあった。

以上のように，植民基地の自然的基盤は，長

期にわたって基地の町を閉じ込める形となった

が，この自然を有利に転化させ，大港湾都市を

あったO

(2) 基地の構造

基地の構造を確認するために，初期のフラン

ス領時代は1725年の地図を，スペイン領時代は

1770年の地図を基本に，主要機能を記入して，

図2と図 3を作製した。

初期の都市プランは，約4-5mの高さの自

然堤防上に，方格条里プラン (gridplan)によ

ってレイアウトされた。基地の幅を初めは9ブ

ロック，のちには11ブロックに分割し，奥行き

を5条の道路で、切って，市域を66のロット 15)に

分けている。

方格プランの起源は古いが，植民都市の例で

は， 16世紀のインドにおけるポルトガル領のダ

マン CDaman)1

ぺ17世紀のフランス領のポン
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図2 ニューオーリーンズの機能配置(1725年〉

資料:WiIson， S. Jr. : 'The Vieux Carre， New Or1eans， Its Plan， Its Growth， Its 

Architecture' : Historic District Demonstration Study， Conducted by Bureau 

of Governmental Reseach. 1968， p. 19. 
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ディシエリー (Pondicherry)17)の都市図など 来のプランが実現したのは， 1792年のスペイン

に見ることができる。アメリカの18世紀の都市 の統治下であった。その結果は，五つの塁(セ

の中では，サンフランシスコ，シアトル，フレ ント・チャールズ，セント・ジャン，セント・

スノなどが同様のパターンであった181。いずれ フェルディナンド，セント・ブルゴーニュ，セ

も，都市が面している水路に対して直角の街路 γ ト・ルイス)と，それを連結する囲郭が施さ

をもっ方格都市である。 れた23)0 1803年の J.L. Boqueta de Woiseri 

grid planは，基本的に均等分割であるため， の絵24)でそれを確かめると，塁は土盛りを施し

土地管理に利便さがあり，また建設工程が簡略 た高みに簡素な兵舎が建てられたもので，ヨー

であることから，ニューオーリーンズの計画者

たちが，植民地の先例や当時のヨーロッパの都

市計画を踏襲したものと思われる。

a. 囲郭 (Palisade)・塁 (Fortification)

・濠(Ditch) フランスの植民都市にとっての

防御の対象はインディアンであり，カナダやア

メリカのフランス植民地に脅威を与えるイギリ

スもまた念頭に置かれていた。 1722年の Le

Blond de la Tour による市の最初の正式の計

画19)では，都市防御のための塁の必要性が提案

され， 1725年の図にその計画が描かれたが，

1726年の J.P. Lassus の対岸からのスケッ

チ2引には描かれていなL、。次いで1729年にニュ

ーオーリーンズにナッチェス・インディアン

((Natch巴zlndian)の反乱があった際， P. 

Baron21
)によってレイアウトされた多くの複雑

な稜壁 (Bastion)のある囲郭と，七つの塁が

市域を楕円形にとりまく囲郭のシステムが提出

された。結果的にはこれもまた執政官によって

棄却された。その理由として，インディアンの

反乱は既に鎮圧された後で、あり，工事のための

黒人労働力が容易には得られないことがあげら

れている。

つぎに1760年に，カナダにおけるプランス人

の地位がおびやかされ，ニューオーリーンズに

危険がせまるとの報により， M. Devergeの計

画2川こよる防御壁を早急に施した。しかし，そ

の計画は壮大であったが，実際の囲郭はきわめ

て簡略なものに終わっている。 1763年には，カ

ナダにおけるすべてのフランスの植民地やニュ

ーオーリーンズ以外のミシシッピーの東側のフ

ランス植民地はイギリスに帰属した。

実際にハパナからの労働力の導入によって従

ロッパの各地に見られるような堅牢なものでは

なかった。

以上，塁や囲郭の建設はプランの上では長期

にわたり検討されたものの，フランスにおける

政情から植民地への投資力が不十分であり，簡

素なものに終わっている。これは，ニューオー

リーンズの地理的位置，地形の特性が囲郭以上

に防御の役割を果たしていたものと考えられる b

終局的には1803年のアメリカによるルイジアナ

買収 CLouisianaPurchase)を機として，その

後10年以内に，すべての囲郭や塁は不要のもの

として消践した。囲郭は VieuxCarreの境域

を示すものとしての意義をもったにすぎなかっ

ザ"
れ~O

市民にとって必要な排水溝は，囲郭にそった

濠 (Ditch) であった。これも，本来の目的は

防御にあり，幅約18m，深さ 1m足らずのもの

であったが， 1730年の P.Baronの計画図25)で

は，この濠はバイユー・セント・ジョン (Bay-

ou St. John) の水路を通じてポンシャトレー

ン湖に排水する機構を示してしる。ハリケーン

や夏の降雨時，水浸しであった市域の排水はこ

の濠と水路の連結によって機能していたことは少

後に紹介する1798年の地図(図4)によって確

認することができる。

b. 内部の機能配置 植民基地の都市機能の

主要なものは，広場，行政機能(行政府，事務

局，監督局)，宗教機関(教会， 司祭館， 修道

院)，防御機能(火薬庫，兵器庫，守備隊)，病

院，牢屋，墓などである。 1725年の地図(図

2)により初期の機能配置を見ると，これらの

基本機能はほとんどが河港に臨んで配置されて

いる。スペイン領となった後， 1769年にスベイ
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ンは3，000人の兵士をここに送り込んで，都市

の基地的性格を強めた聞が， 1770年の地図(図

3)においても，その機能配置には大きな差は

ない。この時期の地図には，居住地域に関する

記載はほとんど認められなし、。

1731年から約30余年の聞に，フランスのロシ

エール，ボルドー，仏領インドからの船は年平

均11隻程度27)にすぎず，スペインに移譲された

後も，初期には自由貿易の成果があがらなかっ

たために，都市の商業的機能はまだ十分には発

達していない。

1700年代のリバーフロントでは，オープンマ

ーケットが市民の食品を供給していた。物資流

通の動脈はミシシッピーで，小型の船がイリノ

イの農産物や肉類，毛皮，鉱物をもたらし，帰

途にはルイジアナのタバコ，砂糖，綿が北に運

ばれていた28)。

広場は，ヨーロッパでは人間の結束の場，都

市活動の中枢となる場，マーケットの発生した

場であった。そこに宮殿，行政府が立地する場

合も多L、。ニューオーリーンズの広場は方形で，

市の中心部に位置している。その名称はフラン

ス時代は "Placedes Arm巴5¥ スペイン時代

は“Plazade Armes" であり，その名の示す

とおり軍のパレードの場であって，基地として

の機能を反映している。アメリカ領となってか

らは，広場は市民の集う公共広場へと，徐々に

その機能を変え，その名は 1856年に“Jackson

Square"となった。現在で、は市民のための行事

の場，緑地，観光商業の空間に転じている。

1教会 2牢屋 3長官公舎 4 Co田P昌ny

g王室倉庫

5行政府

6火薬庫

11病院

7兵器庫 8僧院

12守衛所

図3 ニューオーリーンズの機能配置(1770年〉

資料:Cap. Pittman図14)

- 27ー

10尼僧院



行政府などの公的施設は， 1725年の地図で見

ると広場の両側に設けられ， 1770年には一時そ

こからさらに川上に移った。 1788年には，広場

中央に教会と並んで建設されている。大火の後

1795年スペインの行政庁 (Cabildo) が再建さ

れ，その後フランスの行政庁(Maisonde Ville) 

に転じた。さらにアメリカの行政庁府 (Town

Hall)として使用されたが，一貫してその位置

は中心広場にあった。後に述べるように，市に

三つの自治行政区が存在した1836年から1852年

まで，ここは第一自治行政区の庁舎として用い

られた(現在は州立博物館)。
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図4 ニューオージーンズおよびその郊外 (1798年〕

資料:Plan of the City of New Orleans and the adjacent plantations by Carlos 

Trudeau. 1798. 
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現在“Presbytere" と呼ばれる建物は.1725 1717年 Companyof the West (のちの Com-

年の地図では教会に付属する「司祭館」として. pany of Indies)を創設した。

1770年の地図には僧院 (Capucin) として示さ その資金源としては Law自身の聞いた銀

れているが，大火の後1813年にアメリカ政府に 行の BanqueGen巴raleに依存していた。基地

より再建され. 1853年以後40年にわたりルイジ に必要な労働力は，カリブ海地域やアフリカ，

アナ地方裁判所として使用された(現在はルイ

ジアナ州立博物館)。

教会29)は初期には倉庫の一部に礼拝の場を設

けたが.1724年頃には市の中心に立地した。フ

ランス人は“Cathedralede St. Louis" とし

て，中心性のある宗教機関を公的機関の建物と

並列させている。後に，民族別の教会が市域に

分布するが，このカテドラルの位置は一貫して

広場にあった。

病院は.1770年には尼僧院 CUrsuline)に近

いところに配置されている。病院の仕事は，プ

ランスから渡来した修道女により分担されてお

り，また孤児や女子教育施設も付設されている。

倉庫には，火薬庫，兵器庫，王室倉庫などが

あるが，これらは中心広場から離れた河岸沿い

に置かれ，港に近接の位置が選定されている。

墓は.1725年の地図では，中心から遠ざかっ

た北部の境域内，セントピーター街の一部にあ

るが，その後の人口の増加に伴い，囲郭の外側

に移された。正式に墓地が定着するのは18世紀

頃からで，囲郭の外にセントルイスNo.1(1789

年).セントルイスNo.2(1823年)が付加され

るようになってからである。

(3) 初期の基地開発会社

ここで初期のニューオ}リーンズの植民地経

営が，王室から委託された開発企業によって行

われていたことに触れなければならなし、。カン

パニー・オブ・ザ・ウエスト制の創始者 John

Lawは1716年，ルイジアナの経済の潜在力を

認め，植民地開発に必要な物的資源と，労働力

の効果的な回路を開くことを，フランス王との

聞に契約した。そして，基地のプラン，開発，

行政の管理，防御，軍事などの事業のほか，商

業，交易(ルイジアナの総合的な商業活動や，

カナダ産のピ}ノミーの交易〉をおこなうために，

また一部はヨーロ y パからも導入した。

Lawはカンパニー・オブ・セネガル (Com-

pany of Senegal)やカンパニーズ・オブ・ザ

.イースト・インディーズ・アンド・オブ・チ

ャイナ (Companyof th巴 EastIndies and of 

China)などの企業体を買収した。 1720年にはp

アルゼンチン貿易の権利やサントドミンゴとの

交易権，さらにはアフリカ南部との交易権を独

占するなど多角的に企業を統合し，ノレイジアナ

およびニューオーリーンズの植民基地の発展に

寄与しようとした。

しかし，そのシステムはあくまでもフランス

の代理事業であり，その運営は予期したほどの

成果を得ることは困難となった。 1719年のフラ

ンス対スペイン戦争の影響などもあり，この会

社の事業の方向は次第に東洋貿易に傾き.1731 

年には，ルイジアナでの事業は不成功に終わり.'

その特権のすべてを喪っている。

その後，基地の運営はフランスの直轄とされ

た。短期間に，この会社が導入した各地からの

労働力は，プランテーションの発達や，その後

のニューオーリーンズの民族構成に，大きな影

響を与えた。

N.民族の複合体クレオール都市

一一19世紀一一

(1) 民族聞のソーシャルミッグス

ニュ}オーローンズは. 18-19世紀を通じて.'

フランス，スペインの統治時代に受容されたカ

リブ海域，アフリカからの多様な民族と，新し

く渡来したヨーロッバ人との接触・同化が繰り

返されて，民族的複合性を反映した文化景観を

もっ「クレオール」の都市を形成した。

「クレオール (Creole)J3!1とは何か。その定

義は，時期により.人によって多岐である。ー吋

般にはフランス・スペイン領の新大陸生まれの?

n
L
 



ヨーロッパ系白人をさすが，本来はスペイン語

の Crillo(植民地生まれの子供の意)から来て

いる。後にこの語は，スペイン人，フランス人

を先祖に持つニューオーリーンズ生まれの人々

をもさすようになり，伝統的なニューオーリー

ンズに関わりのある人々のすべてをさすように

なった。また VieuxCarre地域やその文化

をも示す場合もあり，その表現する意味は多様

である。

ニューオーリーンズは19世紀初頭まで，アメ

リカの他の大都市に比べて，民族隔離が比較的

緩やかな都市であったといわれている。多民族

共存と融合が VieuxCarreの中で徐々に結実

していったのは，その市街地の境域が長期間変

化することがなかったことが大きい要因となっ

た。さらに，この狭い境域の中で多民族の関心

が一様に，異域からの不測の脅威と絶え間のな

い自然の脅威との二つの外圧にむけられてきた

ことによるものであろう。

つぎに， Vieux Carreの人口を構成した各民

族の動向を概観することとする。基地が聞かれ

る以前からここには，少数のインディアンが居

住していた。フランスの基地建設の際には，イ

ンディアンは背後の水路を通じて物資の流通を

行ない，マーケットを営んで新しい移民に便宜

を与えていた。 1729年には Natchezインディ

アンの反乱32)があり，フランス人との聞に流血

の闘争があったが，地域に与えたインディアン

の文化的な影響を無視することはできなし、。

初期の基地の主な建設者はカナダ生まれのフ

ランス人であったが，カナダのニュープランズ

ウィックやノヴァスコシア地方などで，イギリ

近のL.E. Estaville3叫の研究では，従来の通説

を否定するような内容が報告されている。

それによれば，たしかに都市生活からは遠ざ

かった人々ではあったが，彼らは狩猟や漁業に

徹したクゃループではなく，主として農業を生業

とし，米作においては北ルイジアナに入植した

イギリス系農民よりも進歩した技術を持ってい

た。また，18世紀に JohnLaw によってヨー

ロッパから導入されたドイツ人労働者とも早く

から積極的に交流し，同化させた。 40年間支配

を続けたスペイン人との同化も進み，その聞に，

ルイジアナの都市の発展にも影響を及ぼしてい

る。 19世紀のアングロサクソンのルイジアナ進

出にともない， Cajunsは子供たちを社会化さ

せたことなどが実証されている。なかでも彼ら

はミシシッピー下流域のデルタ地帯の水路

(Bayou) を利用して，他との連携を求めた。

デルタの水路は鉄道よりも細かく派生した交通

路であり，それを利用した Cajunsは，決して

地域に閉じこもっていた人々ではないと Esta.

villeは述べている。

18世紀における黒人35)は，初期には基地建設，

ついでプランテーションの労働力として導入さ

れたが，大規模な黒人労働力の導入は Compa-

ny of the Westの手によって行なわれた。ヵ

リブ海域からニューオーリーンズに導入された

黒人は，既に他との同化を経験し，民族的な複

合性をもっていたものも多いと考えられる。

1800年代には西インド，サントドミンゴに暴動

が起こり，多くの黒人がニューオーリーンズに

流入しているが，この場合にも Vieux Carre 

の先住者たちは，黒人の受け入れに寛容で、あっ

ス人との対立に破れた人々が18世紀半ばにはル た。

イジアナ地域に移った。その人々を Acadian

と呼び，またこの地域では Cajunsとも呼ばれ

た33)。

Cajunsについては諸説があるが，従来Cajuns

はきわめて閉鎖的な人々で，都市の生活になじ

まず，自給自足の生活をノレイジアナの湿地帯で

おくり，彼らの文化活動はほとんど凍結された

状態であると説明されて来た。しかし，ごく最

18世紀末の VieuxCarreは，黒人人口が全

体の50%を占める都市であった。 19世紀初頭に

は VieuxCarreの境域をこえて，新しい郊外

のアメリカ都市にも急速に黒人の分布が拡大し

ている。そして，その場合にも黒人は，大きい

街路(boulevards)に沿って住む白人の邸の背

後の細L、道に面したところに住んでいた。

黒人は小さいクラスターをつくって住んだが，
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であり，政治的亡命者をも包含するような民族

聞の寛容が認められる場であった。

南北戦争 (1861~65) 以前，ヨーロッパから

ニューオーリーンズの外国生まれの白人人口

(1910年〕

表 1

、
，F
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資料:Statistics of the Population of the U. S.， 

Washington， Government Printing Office， 
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市街地にいくつもの小核心地をつくって分散的

に住み，他の民族との聞に明確な境界をつくる

ことはなかった。この点では，北部の巨大都市

における黒人街の構造とは違っていた。しかし，

後に述べる郊外化，港湾機構の拡大と経済の発

展にともない，黒人のゲットー (Ghetto)が特

殊な地形の地区に形成されるようになり，際立

った居住隔離が進行した。

ニューオーリーンズ~I土， ニカラグア，

ュラス， グアテマラなどからの移民センターに

たとえられるほどで，中南米のラテンアメリカ

とは密接なかかわり合いがあった。それは熱帯

フランテーションのおびただしい生産物がニュ

ーオーリーンズに送られ，多くの商社や労働力

が集まるようになったからである O スペイン系

移民とフランス系移民との同化は早い時期から

徐々に進行していて，ニューヨークのプエルト

リコ人移民や，マイアミにおけるキューパ人の

ように急激な流入が行なわれなかったために，

都市の中で、の特定の民族の際立つた隔離現象は

おこらなかった問。それは， 40年間のスペイン

統治期聞はもとより，その後の長い年月をかけ

てゆるやかにこの市の構造に適応し，他の民族

との同化が進んだからである。 VieuxCarreは，

ラテンアメリカ社会の移植にきわめて好適な場

名

イタリア

ドイツ

フランス

アイルランド

イギリス

ロシア

オーストリア

カナダ

スベイン

メキシコ

キューパ，西インド諸島

スコットランド

スイス

トル

ノノレウェー

その他

国

ホンジ

1913. 

(千人)

25ρ 

10.0 

5.0 

0，0 

20.0 

15.0 

4 3 2 

ニュ}オーリーンズの地区別人口(1870年〉

資料:Statistics of the Population of the U. S.， Washington， Government Printing 

Office， 1872. 
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の移民の主流は，フランス， ドイツ，アイルラ

ンド人であって， 19世紀末に増え始めた東欧か

らの移民の受容はここではほとんどなかった。

ドイツ人は早くから農業に従事したが， 20世紀

初頭でも表 1に示すようにドイツ人の流入が続

いた。彼らはクレオールとは分離し，旧市の東

の郊外に居住L，その社会経済的地位は低かっ

た。アイルランド人は，綿花取引と甘煎の交易

の全盛期に当たる 1820~40年、多数が流入して

いる。彼らはアイリッシュカソリッグ 37)の教会

を背景として，エスニック社会を形成した。

地中海域からの移民のうち，ギリシャ人は19

世紀半ば頃までに既に定着して，彼らの信奉す

るギリシャ正教寺院を持ち，ダルマチア人は

1850年代にここに移民し， ミシシッピーデルタ
かき

の牡鴫の養殖に従事した。

(2) クレオール都市の構造

Vieux Carreがグレオールの民族的・丈化

的アイデンティティーを明瞭に意識したのは，

アメリカのノレイジアナ買収後，それまであまり

接触のなかったアングロアメリカ人の流入が始

まった時である。自らをグレオールと自負する

あまり，彼らの伝統と異なるアングロアメリカ

人を異国の人とみなすことから，後に述べるよ

うな居住地の分化，行政区の分化という地域的

現象をひきおこすようになった。 1810年頃から

40年代にかけて，ニューオーリーンズは経済的

黄金時代40)を迎えた。ヨーロッパや南米からの

船舶がコーヒー，砂糖，パナナ，穀物の交易の

ために集まり，南下するアメリカ人の急増によ

り， 1870年代には市の人口は20万をこえるよう

になり，アメリカ第二の都市に成長した。

地中海域からの最大の移民ク事ループはシシリ 19世紀のクレオールの景観をつくる建築様式

一人であった。彼らは1850年代まで、にニューオ を分類したR.A. Sauder41)は，その家屋の特

ーリーンズでの基地を築いている。彼らの活動 性から，旧市には17世紀末から1830年頃まで、に，

は，果実の取引に集中した。 1870年代にシシリ

ーからさらに専門的な果実労働者を雇い，南・

西ルイジアナの甘荒栽培者として独立した事業

を展開した。 1920年までに，市の果実庖舗の約

半数はシシリ一人によって占められた。彼らは

季節的労働者を含めれば， 1890年から1910年に

5万人以上が入植している3ヘ以上のような多

くの民族の動きに対して， 19世紀初頭まで Vi.

eux Carreにはアングロアメリカ人の居住がき

わめて少ないのが特徴であった。

Logsdonや Hardy39) の表現を要約すれば，

ニューオーリーンズでは，白人と黒人との聞に

ユニークな社会的な相互関係が生まれ，フラン

ス人とスペイン人との聞には，他のアングロア

メリカ系都市における現象とは異なる，文化の

接触，融合のモデルが形成された。その過程は

決して静かではなく，市中に住む多くの民族の

変化に富んだ要素は，互いに激しい接触の動き

の中で同化と混合をくり返した。ここで，複合

されて生まれた言語，習慣，社会組織は，いず

れも「クレオール」の名によって統合されるも

のである。

「グレオールコテッジJrグレオールタウンハ

ウス」というこの地域独自に発達した様式があ

ることを指摘している。 VieuxCarreの周辺は，

それらとは異なるアメリカやイタリアなどの様

式を導入した家屋が多く，旧市との聞に景観上

の地帯分化がみられる。

ここでは19世紀の VieuxCarreの都市機能

の配置(図6)から，グレオールの特性を見い

だすこととする。

公的機能の配置を見ると，既に基地時代の囲

郭等の防御施設の重要性は失われ42) 行政機能

が中枢となっている。 1803年にアメリカ領とな

った後も，市庁舎は広場の Cabildoに置かれ中

枢的地位を保っているが，郵便局やニューオー

リーンズの裁判所はアメリカ都市に近し、ほうに

立地している。さらに貿易などの手続きに重要

な税関 (CustomHouse)は，アメリカ都市と

の境界にのぞむキャナノレ街の港に接したあたり

に1848年に新しく建設され，そこを中心に事務

所，倉庫などの立地がさかんとなっている。

商業機能の中では，経済の中枢機能としての

商人の会所 (MerchantExchange)，銀行のほ
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1) Merchant Exchange (1840) 

2) Cus七omsHouse (1848) 

3) Planter's Bank (1800) 

4) Bank of Louisian丑(1826)

5) Louisiana State Bank (1812) 

6) New Orleans Cour七日 Building 
(1910) 

7) Maspero's Exchange (1788) 

8) French Opera House (1859) 

9) Laficadio Hearn's Room (1870's) 

10) St. Louis Exchange Ho七el (1840) 

11) Preservation Hall (19c.) 

12) Firs七 Skyscraper (1811) 

13) The Lit七leThea七er (1789) 

14) Orleans Ball Room (1817) 

15) The Firs七 Cabild (1769) 

16) The Presby七ere (1793) 

17) The French MarJ王e七(1813)

図6 19世紀の都市機能配置と建物の建築年次

か，グレオールの民俗性を反映する歓楽機能お

よび，市が管理したパブリック・マーケットの

配置を検討する。商人の会所は一般にエリート

商人が集まり，取引の談合などを行なう場で，

イギリスのリパプールなどの例では市の行政機

能と同じ建物に置かれていたが，これは都市行

政に商人の参画が多かったためで、ある。

ニューオーリーンズでは典型的な商人会所と

して，図6に示したマーチャント・エクスチェ

ンジやマスベロのエクスチェンジがあり，また

ホテノレもそれに利用された。セントルイス・エ

クスチェンジ・ホテルなどは，プランテーショ

ンの経営者，兵士，商人や，時には他国からの

亡命者などの集まる非階層的な会所であり，綿

や甘震などの取ヲ|から政治についてまでの，自

由な談合の行なわれる所であった。また，そこ

では奴隷取引まで行なわれていた。マーチャン

ト・エクスチェンジの建物が1856年にギャンブ

ルハウスに転化していくなど，多数の船の出入

りとともに‘ここでは基地時代の厳格さにかわ

って，変化に富む人種と階層を反映する景観が

生まれた。
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銀行は，ロイヤル街の一角に集中し，金融の

センターを形成している。これを核として， 19 

世紀のロイヤル街は金融・保険などの集積とと

もに小売業が増加し， Vieux Carreの中心商業

地に発展している。しかしいずれも中心より川

上にむけて立地する傾向があるのは，新しいア

メリカ都市の吸引力がきわめて強いことを示す

ものである。これらの銀行はいずれも著名な建

築家によって建てられたものが多く，クレオー

ルスタイルやグレコローマン様式の装飾が施さ

れている。

一般にどの港市にも歓楽機能が発達している

が，ユューオーリーンズでクレオールの特色の

あるものに，劇場，ダンスホール，パー，レス

トラン，その他の遊戯場などがある。それらは

商人や地域の人々の商業上の社交の場にも利用

された。そこに生まれた演劇，芸術，音楽活動

やそれらに付随する風俗，食物にし、たるまでが，

ニューオーリーンズの都市を風土的・民俗的に

特色あるものにした。ジャズ音楽は西アフリカ

の黒人の詠唱歌が基本となり，楽器や様式にカ

リブ海地域の原住民の影響もあるもので，スペ

インやフランス系の非ピューリタングループに

よって自由に受容され，融合したものといわれ

る。ここにはパンド行進.サーカス，マジッグ，

ピリヤードなど多民族による幾種かの活動が現

在にいたるまで継承され，この町の主要な景観

要素となっている。

また，この歓楽機能の発達は，初期の移民グ

Jレープが祭りを重視したことに根ざしている。

この町最大の行事となっている謝肉祭の行事の

マJレディグラ (MardiGras) に関連する施設

が，広場や教会に近いところに集中した。図6

に示した19世紀初頭からのオペラハウスやボー

ルルームなどの位置で，それを確めることがで

きる。スペイン風の小劇場 (TheLittle Thea-

ter)は有志の人々によって建てられ，演じら

れた劇場でアメリカでもっとも古い起源をもつ

ものの一つである。ダンス場のオーリーンズ・

ボール・ルーム (OrleansBall Room)では南

北戦争以前に多くの華麗な舞踏会が催された。

1881年には，この建物は黒人の慈善家によって

買い取られ，カソリックの黒人修道女のために

使われるなど変化も多い。

これらの歓楽機能は，南北戦争によって大き

い打撃をあたえられて衰退したが，その後もま

た広場をとりまいて，機能が再配置された。そ

のーっとして，現在も古典ジャズの保存の行な

われているプリザーベーションホール (Preser-

vation I-lall) をはじめとして， ジャズ・ショ

ー・プレースが多し、。

以上のようなグレオール都市の魅力を芸術の

温床とした作家や芸術家，画家たちが集まった

ことも，興味ある問題である。

パブリックマーケットは，市民に日常の肉・

野菜・果実・魚および日用品を供給するために

法で、規定された公共マーケットで， 18世紀に発

生している。フランスの中心的なマーケットの

伝統を導入したもので，食品の質，価格の適正

と衛生を市がよく管理している。その位置は，

公共広場からアクセスのよい堤防と市域の聞の

空間に位置している。ハリケーンによる破壊の

あと， 1813年に再建したものを基本に次第に拡

大した。ニューオーリーンズ全域に1784-1911

年の聞に34のパブリックマーケットが建てられ

たが， Vieux Carreの「フレンチ・マーケ y

トJは，食品の種類の豊富さと生産地の多様さ

において，クレオール食品の展示場にたとえら

れる。

以上のような商業機能の配置は， 19世紀に既

に中心広場より川上地域(西より)に重心が移

り，植民基地の時期のシンメトリックな機能配

置のバランスを崩した。川上のアメリカ地区の

中心的機能の吸引力の強さを示すものである。

V. 郊外化と地域分化現象一一19世紀一一

(1) 地域分化の触発要因と郊外化

外国人居留地のあった都市における地域分化

現象として，民族によるセグリゲーションがお

こっている。その現象は，政治的な外部要因に

よってひきおこされる場合が大部分である。

17世紀にイギリス商人の商館が河岸の自然堤
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となるキャナル街 (CanalStreet)から川上で

は，セントメリーと呼ばれる郊外 (Faubourg

St. Mary)の買収が進行した。この川上地域に

は，アメリカの企業家たちが競って集中してい

る。その理由は，旧市の川下の郊外では，新し

い参入者に対するクレオールの強力な拒否があ

ったためで、ある。

三つの自治行政区とサブ、エリア

クレオールとアングロアメリカの対立は，つ

いに1836年に三つの自治行政区の分化47)という

行政的な措置を決定させた。その結果，第一自

治行政区はクレオールの集中する旧市と周辺，

第二区は川上 (Uptown) の郊外 (Faubourg

St. Mary) ，第三区は川下 (Downtown) の郊

外 (FaubourgMarigny)に分割された(図7)。

三つの自治区はそれぞれ市庁舎を持ったが，

なかでも旧市(クレオール都市)と川上のアメ

リカ人の多い新市の両者は，きわ立った対立を

示した。アメリカ都市は，旧市のジャクソン広

場に対してラファイエ y ト(Lafayette)広場を

つくり，旧市商業地区ロイヤル街に対してセン

トチャールズ (St.Charles)街をつくった。 19
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資料:‘Wardof New Orleans' Bureau of Govern. 

mental Research ，~ New Orleans， March， 

1961. 

図7

防に設けられ発達したカルカッタのf列U43)では，

19世紀半ばに基地の周辺にインド人が集中して

外延地帯を形成し，イギリス人地区の内部地帯

に対応して，その聞の空間に中間地帯を生じて

いる。ハンサ、の都市ベルゲン叫では，在来国の

既成市街地に割り込む形でドイツ人地区が形成

され，在来都市のなかに新しい核を生じ，そこ

にあった在来の機能が他へと押し出された。 19

世紀の上海45)の例では.伝統的旧市の囲郭の外

に，それとは全く別の外国人の貿易業務地区を

含む新市「租界」が形成され，その中でいくつ

かの国籍別のサフ事エリアが形成された。旧市は

そのまま帯続して複核都市を形成Lた。

この三つのパターンに対して，ニューオーリ

ーンズの場合を検討する。ニューオーリーンズ

の地域分化の直接の触発要因は， 1803年のルイ

ジアナ買収という政治的な変化である。同時に

この都市の経済の地位が高まり， 1870年に人口

が約20万に達するようになると，商業の集積と

機能の再配置がおこり，都市のエコロジカルな

動きによって，港湾都市の新しい CBDの機能

の形成が始まった。その機能の集積は，もはや

伝統的な旧市にむけてでなく， I日市の郊外の新

しい空間にむけられた。

1798年の地図(図4)をみると，スペイン領

末期のニューオーリーンズは，後背地は未だ深

い湿地にとり固まれ，囲郭の中の限定された都

市であったが，市の川上部分に新しい郊外都市

のプランが示されている。本格的な郊外開発は，

囲郭の廃止，プランテーション農地の買収4へ
排水機構の整備によって進行した。おびただし

いアングロアメリカ人と移民を受容するには，

既に旧市は人口過剰で、あった。一方，旧市のク

レオールたちは伝統的な都市に固執し，アング

ロアメリカ人を全く異国の人として認識した。

開発の対象地となった郊外の一部で、は，既に

黒人労働力と経営者による甘荒や大豆のプラン

テーションの土地利用がおこなわれていた。

1805年にはエスプラネード街の外のバーナード

・マリグユー (Bernardde恥1arigny) のプラ

ンテーションが買収された。また，旧市の境界
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うなものがある。①ガーデン・ディストリクト

(Gard巴nDistrict)， ②アイリッシュ・チャネ

ノレ CIrishChannel)，③スワンプ・ゲットー

(Swamp Ghetto)，④バチューノレ・ゲットー

(Batture Ghetto)， などである。

① ガーデン・ディストリグトは，主として

アングロアメリカ人のプランテーションや船舶

の所有者，貿易業者，役人などの富裕な階層の

居住区である。建築様式は旧市と異なって，広

い前庭を持つグリーク・リバイバノレ (Greek

Revival)の低層の家屋が立地し，特色のある

重厚な装飾を持つ家が多い4ヘ自然堤防上に位

置し，河岸から約 2km内側に河流に平行に走

る主要道路沿いの自然災害に対して安全性の高

世紀には，この主要道路を中心にプロテスタン

トの教会が配置され，旧市のカソリッグ教会と

は様式を異にした。さらに教育施設・小劇場ま

で設けて，自治行政区の自主性を示した。排水

路は，旧市の背後のキャロンドレ運河に対抗し

て，独自のニューベースン運河まで開発した。

これに対Lて第三自治区は，旧市の人口圧に

より押し出されたクレオールや，新Lt.、移民の

混じり合う居住区を形成し，社会経済的地位の

低いヨーロッパ系移民の多くが居住した。

この自治行政区の三分化もさることながら，

さらに深刻な居住地の分離現象48)がおこった。

経済的地位，民族グループ，宗教や文化などの

差異によって生まれたサブエリアには，次のよ

げ
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A 
(43，5%) 

B 
(21.9%) 

Tota!: 339，075 

D 
(26.3%) 

A) Native P司rent司ge C) Foreign Born 
B) Foreign or Mixed Par邑口七age D) Negro 

図9 ニューオーリーンズの人口構成(1910年〉

資料:5tatistics of the Population of the U. 5.， Washington， Government 

Printing Office， 1913. 

い地帯である O

② アイリッシュ・チャネルには， 1820年頃

から60年頃にかけて急増したアイルランドから

の移民の一部が居住した。この新来の移民たち

は，港湾を中心とした危険な工事に従事し，命

を落とすこともしばしばあった。そのため，多

くの孤児のための収容所がアイルランド人50)に

よって設けられたほどである。河岸の人工堤防

に接し，河にむけての視野を遮断され，排水の

不良な小地域であった。ここの土地と家屋の多

くは，ガーデン・ディストリクトの資本家たち

の所有であった。

③ スワンプ・ゲットーのある背後の湿地帯

の水路の周辺は，辛うじて水面より高いところ

であったが，しばしば冠水があるため，居住地

として不適切であった。しかし，土地の価格が

低かったため，最も経済的地位の低い黒人が，

蚊の害，風土病，氾濫の多い排水機構など不備

な環境の中に分散して居住し，ゲットーを形成

した。

④ パチュール・ゲットーの「パチ斗ール」

は，フランス語で礁を意味する。ニューオーリ

}ンズでは， ミシシッピーの人工堤の外側の河

流に洗われる岸辺に生じた，わずかの空間をさ

している O ここは，時期によっては船の繋留の

場となり，また埠頭としても用いられた。最も

経済力の低い人々が，そこを一時的な居住の場

としたが，誰の所有にも属さない地域であった。

以上のような地域的変化が顕在化したのは，

Vieux Garreをとり閤んで郊外開発が進行しは

じめたころからであった。排水のよい健康的な

環境の自然堤防と水路ぞいの高みに，経済力の

ある白人が居住地を見出し，危険性の多い地区

や自然的基盤の改良されていない地域に，移民

や黒人がその居住地を選択せざるを得ない状況

は，当時の社会的背景と密接な関連性がある。

居住地域が拡大しでも，社会経済的地位の格

差が増大L，交通費や地代の支払い能力などに

よって居住地の選択に制限が加わり，その結果

として以上のような地域分化がおこったものと

考えられるO その後もこの地域的差異は容易に

は変化しないことは，土地価格と居住者のライ

フスタイルなどから実証することができる 51)。

¥1I.歴史的核心地の存続

行政上の三つの自治行政区の分化は，約半世

紀の後， 1852年に自治区統ーが成った時期で、終

了したO しかし，この三地区の特性は，歴史的

慣性として地域に生き続けている O

現在のニューオーリーンズの「都市核心部」

は，歴史的核心地と CBDコアから構成される。

前者は市の統計区では VieuxCarre (13B区)

として分類されて，その伝統的境域を保持し，

三階以下の低層家屋が92%を占める問。 CBD

コアとは，かつての第二自治行政区の核心であ

り，アメリカ都市のパターンをもっ高層のビジ

ネス地区と行政区・広場とから構成されている。

二つの地区は互いに機能を補完し合い，中心市

街地の心臓部として鼓動している。

Vieux Carreは20世紀初めに衰退のきざしが
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図10 歴史的遺構とホテルの分布(1988年)

資料:Greater New Orleans Tourist Convention Commission. 1986，等

見られたが，その頃から，フランス・スペイン

時代の歴史的遺構とクレオール文化の万華鏡と

しての価値が見直されるようになった54)0 1920 

年，あらゆる衰退現象から旧市を守ろうとする

有志の動きにより VieuxCarre Association 

が設立され，さらに1938年には，建物保全の目

的を持つ VieuxCarre Commissionが市の推

進母体として設置された。強力な資金が寄せら

れ， Bureau of Governmental Researchによ

って歴史核の細密な調査研究開が推進され，そ

の成果が報告されている。

1899年以前の建物が90%以上を占めるブロッ

クは，河岸に臨むブロ y グと中央より西寄り

(J11上)に偏しているが， 1986年時の歴史的建

造物および主要ホテルの分布図(図10)を作製

してみると，中心部より東寄りの川上にもホテ

ルが拡大立地している。観光や見学のための来

訪者がこのクレオールの都市に滞在し，有形無

形の文化財に接する状況を知ることができょう。

ニューオーリーンズの歴史核は，変化の激しい

アメリカの都市中心部の中でも，きわめて活方

のある，クレオール文化を継承する地域として

存続してし、る。

Vll.むすび

港湾都市における多民族居住が都市形成とそ

の構造に与える影響を確かめるために，ニュー

オーリーンズの歴史的核心地の事例研究を展開

した。

1718年にフランスによって植民基地が設定さ

れた VieuxCarreは， 1803年アメリカ統治が

妊Tまるまで，フランス，スペイン，フランスと

統治国が変化し，その間，アフリカ，ラテンア

メリカおよびヨーロッパからの人口流入が進ん

だ。歴史的核心地は人間の居住に不利な自然環

境であったが，初期には植民基地として， 19世

紀にはアメリカ第二の港湾都市として発展した。

この18-19世紀にわたる VieuxCarreの研

究にあたり，次の 3点に焦点をあてた。

(1) 18世紀のフランス，スペインの統治時代



における植民基地の自然環境ム都市の形成お とともに郊外化と都市拡大が進み，多くのアメ

よび構造の特色 リカ人が流入した。行政上 VieuxCarre とア

(2) 19世紀を中心に発展した港湾都市におけ メリカ都市，移民の都市の三地域が生まれたが，

る民族の動向と，民族や文化の複合性が都市形 民族，社会経済的地位による居住地のセグリゲ

成に与えた影響

(3) 1803年アメリヵ領となった時期の都市域

拡大と地域の変化

以上の研究にあたり，歴史的な地図資料と文

献資料を重視し，主と Lて都市構造の変化によ

る地域の解明を行なった。

結果は次のように要約される。

1) 植民基地 VieuxCarre 

基地は広大な湿地上に形成された自然堤防に

設定された。ヨーロッパやフランス植民地など

で用いられた方格条里フ。ランが適用されている。

地盤の軟弱と沈下，河による浸食，ハリケーン，

蚊，病気などの不利な条件の中で，基地として

の基本的機能配置が行なわれた。行政機能と教

会が中心広場に位置し，河岸に面して防御施設，

倉庫，病院がシンメトリックに配置されている。

基地運営事業を委託された Companyof the 

Westは，短期間に崩壊したが，アフリカ，カ

リブ海域， ドイツからの労働力を導入し，その

後の VieuxCarreの民族構成，プランテーシ

ョンの発展に影響を与えている。

2) グレオール都市

Vieux Carreでは，多民族の共存による同化

と融合が長期にわたってゆるやかに進行し，複

合民族によるクレオールの都市が形成された。

19世紀を中心にその都市構造を観察すると.も

はや基地的特性はうすれ，行政機能が広場を中

心に存続し，ニューオーリーンズ特有の商業機

能配置が見られる O 経済の発展とともに，金融，

貿易機能は郊外都市の成長にひかれて，アメリ

カ都市に近い西に偏して集積している。商業機

能の中で多民族の文化をもっともよく反映して

いる歓楽機能は，主として広場の周辺に集中す

るが， 19世紀に既に現在の中心商業地ロイヤル

街に商業機能の集積が目立つ。

3) 地域分化現象

1803年のルイジアナ買収後，排水施設の進歩

ーションが顕在化した。経済的地位の低い人々

は，自然環境の不利な地域への居住を余儀なく

され，アメリカ大都市に特有のエコロジカルな

都市の変化をおこしている。

4) Vieux Carreの存続

Vieux Carreはグレオール文化と遺構の保全

によって存続し，アメリカ都市のCBDを補完

する中心市街地の商業地域としての機能を分担

している。

(立命館大学非常勤〉
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VIEUX CARRE : THE HISTORICAL URBAN CORE OF NEW ORLEANS 

Hiroko FUJIOKA 

The objective of th己 pap巴l' is to examinεthe effect of mu1ti-1'acial habitation 

'Un the structu1'e and development of a section of a po1't city. The Vieux Ca1'1'巴 ofNew 

Or1eans began when France initiated colonial settlement at New Or1eans in 1718. 

The1'eafte1' the colony changed hands b巴tweenF1'ance， Spain and F1'ance again， befo1'e 

finally passing to the United States in 1803. Du1'ing this pe1'iod th巴 citywas populated 

by p巴oplesf1'om Africa， Latin America， and Europe. In spite of an unfa.vou1'able envi1'on-

ment， the city's st1'ategic location and po1't function pe1'mitted it to g1'ow st巴adilyand

during a period in the ninet己enthcentuηT i t was the second la1'g巴stt1'ading po1't in the 

United States. 

Using contempo1'a1'Y maps and writings the eighte己nthand nineteenth centu1'Y 

develoment of the Vieux Carre section is examined by focusing on -th1'ee fo1'ces : the 

natu1'al envi1'onmental cont1'ols on colonial settlement and u1'ban structure; the ethnic 

and racial complexity and behaviou1' in th己 buildingof the ci ty ; tha impact of change 

to Ame1'ican control afte1' 1803. 

Located on the natural 1εvee adjac己ntto a b1'oad swamp， the F1'ench autho1'ities 

imposed a European inspi1'ed g1'id plan as the basis of the settlement. Occupants soon 

found themselves facing many natu1'al haza1'ds: sinking foundations， 1'ive1'ine e1'osion， 

hu1'1'ican巴s，mosquitos and epid己micdiseases. Nevertheless settlement pe1'sisted and wo1'k 

began on loc旦tingadminist1'ative and ecclesiastical faciliti日s1'ound a cent1'al plaza while 

defensive installations， wa1'ehouses and a hospital we1'e situated symmet1'ically on the 

1'ive1' bank. Ope1'ation of the settlement Was given by the King of France to the Com-

pany of the羽Test，but the fi1'm SOOn went bank1'upt. Howeve1' in its sho1't administra-

tion， the Company introduced a vital labour supply d1'awn from Africa， the Caribbean 

region and from Germany thereby exerting a lasting impact on the social and racial mix 

of the city. The coexistence of several races resulted in the gradual assimilation and 

amalgamation of these dive1'se strands into a c1'eole population. 

As the city evolved du1'ing the nineteenth century the colonial characte1'istics 

faded. Neve1'theless the administrative focus which h乱dbeen estab1ished ear1ier persisted， 

but other economic and commercial faci1ities d巴velopedin a way peculiar to New Orleans. 

Financial and mercantile facilities tended to situate in the “uptown" sector， clos巴 tothe 
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suburban sections constructed following American take-over. Entertainment facilities， 

reflecting the multi-racial character of the population， concentrated around the plaza， 

while retail commercial facilities accumulated along Royal Avenue， a location which per' 

sists to this day. 

American control initiated following the Louisiana Purchase in 1803， set in 

motion forces that led to a more complex differentiation of the city region. The construc' 

tion of drainage works permitted new suburban areas to be created. The city therefore 

evolved into three sectors: the Vieux Carre， the American sector and an immigrant 

sector， each of which was administered separately. 1t soon became apparent that a pat-

tern of segregation by race and socio-economic standing attached to th巴sesectors. The 

poorest people occupied the areas having the most unfavourable natural environment. 

Today the Vieux Carre is maintained through strong preservation efforts but 

also by the continuing presence of its creole people and culture. The Vieux Carre 

therefore complements th巴 moreconventional CBD functions provided by the American 

secter， and indeed， has been able through its strong historical appeal to attract a share 

of the commercial strength of the central city. 
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